
１．代表事業者及び事業者
【入力上の留意点】
　①　名称(社名)についてはjGrantsの「事業者基本情報」の「法人名/屋号」と同一の名称を全角で入力し、空白は入れないでください。
　②　代表者氏名の姓と名の間は、全角スペースを入れてください。役職名は記載しないでください。

２．プロジェクト（案）など

BIM活用
(補助率1/2)

LCA実施
(補助率1/1)

計
新規・既存
の区分

新築・改修
の区分

新築案件
の規模

¥15,000 ¥15,000 BIM活用型
(BIMのみ)

令和6年度補正 既存 新築 大規模

¥10,000 ¥3,000 ¥13,000 BIM活用型
(BIM+LCA)

令和6年度補正 新規 新築 大規模

¥20,000 ¥20,000 BIM活用型
(BIMのみ)

令和7年度当初 新規 新築 大規模

¥25,000 ¥4,000 ¥29,000 BIM活用型
(BIM+LCA)

令和7年度当初 新規 新築 大規模

¥5,000 ¥5,000 LCA実施型
(LCAのみ)

令和7年度当初 新規 改修

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

合計 ¥70,000 ¥12,000 ¥82,000

¥35,000 ¥35,000
¥35,000 ¥7,000 ¥42,000

¥5,000 ¥5,000
¥25,000 ¥3,000 ¥28,000
¥45,000 ¥9,000 ¥54,000
¥70,000 ¥12,000 ¥82,000

建築GX・DX推進事業　応募様式

令和6年度補正　　　計

○○○○株式会社

××県××市××

名称
代表者氏名

○△県××市○○

所在地
プロジェクト名
又は建築物名

　②　「新規・既存の区分」について、建築GX・DX推進事業で新たに申請するプロジェクトの場合は「新規」、令和4-5年度建築BIM

○○　△△△

○○○プロジェクト

△△△プロジェクト

補助額（見込み）【単位：千円】

予算年度
補助事業
区分

プロジェクト

【入力上の留意点】

　　ください。令和7年度当初については、予算成立後に代表事業者等登録となり、登録日以降に発生した費用が補助対象となります。

　③　「新築案件の規模」について、地区面積、延べ面積がともに1,000㎡以上、かつ階数が3以上のプロジェクトは「大規模」、上記
　　の規模に満たないプロジェクトは「中小」を選択していただきます。

　　加速化事業及び令和5-6年度建築BIM加速化事業で支援を受けたプロジェクトの場合は「既存」を選択していただきます。

　　令和７年度当初から本様式で登録する事業者については、４月に受付開始となり、jGrantsも令和６年度補正とは別になります。

　①　令和6年度補正に応募する事業者は、令和7年度当初に予定するプロジェクト、見込み額についても記載し、予算年度を選択して

BIM活用型(BIMのみ)
BIM活用型(BIM+LCA)
LCA実施型(LCAのみ)

合計

　　また、令和７年度当初を新規に受付ける場合は、登録申請日以降に発生した費用が補助対象となります。

○○県○○市○○

△△県△△市△△

□□県□□市□□□□□プロジェクト

×××プロジェクト

令和7年度当初　　　計

○△×プロジェクト

※1 プロジェクト名

・プロジェクト名は「某」ではなく想定されるものをご記入ください。

・プロジェクトは1件以上ご記入ください。

・既存プロジェクトの場合は、令和4-5年度及び令和5-6年度の補助事業にて、

交付申請したプロジェクト名称(その後中止廃止申請したものを除く)と同一の名称をご記入ください。

・プロジェクト名は仮称でもけっこうです。

※2 所在地

・所在地にはプロジェクトの建設地の住所を都道府県から市区町村までご記入ください。

※3 補助額

・BIM活用型、LCA実施型それぞれの補助額を記載してください。BIM活用型は本事業より補助額が対象経費の

1/2となることにご注意ください。また、各プロジェクトの合計額が「令和６年度補正 建築GX･DX推進事業

募集要領」のP.8に記載の限度以内の金額となることもご注意ください。

※4 新築・改修の区分

・以下のとおりご選択ください。

新築…プロジェクトが新築工事の場合

改修…プロジェクトが改修工事、増築工事、修繕工事の場合

※1 ※2 ※3 ※4②① ③


	応募様式

